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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

将
棋
に
は

「
詰
ん
だ
」
と

思
っ
て
も
、
手

順
を
ひ
と
つ
間

違
え
る
と
詰
ま

な
い
。「
王
手
」

が
「
追
う
手
」

と
な
る
▼
王
よ
り
飛
車
を
か
わ
い

が
る
初
心
者
レ
ベ
ル
で
は
、
互
い

に
入
玉
す
る
こ
と
も
多
く
あ
る
。

プ
ロ
棋
士
は
負
け
を
覚
悟
し
た
時
、

相
手
の
間
違
い
を
期
待
し
て
指
し

続
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
一
手
違
い

の
形
に
し
て
投
了
す
る
、「
敗
者

の
美
学
」
を
も
っ
て
い
る
▼
先
に

投
開
票
が
行
わ
れ
た
米
大
統
領
選

は
、
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
が
勝

利
を
確
実
に
し
、
王
手
と
な
っ
た
。

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
負
け
を
認

め
そ
う
に
も
な
い
。
諦
め
な
い
姿

勢
は
大
事
だ
が
、
自
国
が
定
め
た

制
度
を
否
定
す
る
よ
う
で
は
何
の

た
め
の
民
主
主
義
な
の
か
。
過
去

に
法
廷
で
の
闘
争
と
な
っ
た
歴
史

が
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
▼

将
棋
の
名
言
に
「
銀
が
泣
い
て
い

る
」
が
あ
る
。
自
分
の
負
け
将
棋

で
「
銀
」
を
生
か
せ
ず
自
分
を
責

め
た
言
葉
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

言
葉
に
は
「
美
学
」
が
あ
る
。
最

後
は
美
し
い
将
棋
と
し
て
ほ
し
い
。

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

『今月のクワガタ』
（撮影者：塩﨑暢彦・都城分会）

「匠の一言」　
　機関紙みなみかぜの人気コーナー？（ゴトウ
ヒラタクワガタ）

　

交
渉
の
冒
頭
、
甲
斐
地
本
委
員
長

は
「
今
回
の
交
渉
内
容
の
多
く
は
、

そ
の
根
底
に
は
国
有
林
は
単
な
る
行

政
官
庁
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
現
場

官
庁
と
し
て
の
特
殊
性
の
反
映
で
あ

る
。
森
林
整
備
、
国
有
財
産
管
理
、

民
有
林
へ
の
技
術
的
支
援
、
さ
ら
に

は
近
年
多
発
し
て
い
る
災
害
復
旧
な

ど
多
く
の
特
殊
的
な
業
務
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
現
実
実
態
を
踏
ま
え
た

要
求
で
あ
る
の
で
、
誠
意
あ
る
回
答

を
求
め
る
。」
と
挨
拶
し
、
人
事
院

九
州
事
務
局
金
田
総
務
課
長
に
要
求

書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
①
級
別
定
数
に
つ
い
て

は
、
現
状
を
踏
ま
え
た
職
務
評
価
の

適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
２
〜
６

級
の
定
数
を
維
持
す
る
こ
と
と
あ
わ

せ
て
、
昇
格
基
準
の
緩
和
を
図
る
こ

と
②
多
数
の
一
般
職
員
が
役
付
け
ポ

ス
ト
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
実
態

に
あ
り
、
そ
の
特
殊
性
に
基
づ
き
、

俸
給
月
額
に
つ
き
適
正
な
調
整
額
表

を
定
め
る
こ
と
③
森
林
官
（
３
Ｇ
）

に
つ
い
て
は
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た

り
困
難
及
び
責
任
の
度
合
い
が
増
し

て
い
る
こ
と
か
ら
級
別
標
準
職
務
表

に
お
け
る
４
Ｇ
、
複
雑
、
困
難
及
び

責
任
の
度
が
同
程
度
の
職
務
に
位
置

づ
け
る
こ
と
④
行
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、

級
構
成
の
簡
素
化
や
号
級
較
差
額
の

改
善
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
部
下
数

制
限
条
項
の
さ
ら
な
る
弾
力
的
運
用

を
図
る
こ
と
⑤
特
殊
勤
務
手
当
に
つ

い
て
は
、
国
有
林
の
現
場
業
務
に
お

け
る
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
支
給
要
件

の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
適
用
業

務
の
拡
充
を
図
る
こ
と
⑥
雇
用
と
年

金
の
接
続
に
つ
い
て
、
希
望
ど
お
り

の
再
任
用
の
実
現
と
給
与
制
度
の
改

善
を
図
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
支
給

対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
諸
手
当
に
つ

い
て
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
⑦
通
勤

手
当
に
つ
い
て
、
社
会
状
況
に
応
じ

た
自
動
車
使
用
に
か
か
る
燃
料
代
を

反
映
す
る
こ
と
、
ま
た
、
公
共
交
通

機
関
使
用
通
勤
者
の
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
な
ど
、
生
活
実
態
を
踏
ま
え

た
支
給
額
の
引
き
上
げ
を
図
る
こ
と

等
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
人
事
院
は
、
①
林
野

庁
や
職
員
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
強
い

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
本
院
へ
伝
え

る
②
実
態
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
た
。

要
望
を
本
院
へ
伝
え
る
③
現
場
の
職

務
実
態
は
以
前
よ
り
聞
き
伺
っ
て
い

る
。
調
整
額
表
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
を
本
院
へ
伝
え
て
い
く
④
制
度
上

の
難
し
さ
が
あ
る
の
は
事
実
だ
が
、

本
院
へ
伝
え
て
い
く
⑤
以
前
よ
り
強

い
要
望
が
あ
る
こ
と
は
本
院
へ
伝
え

て
い
る
。
一
会
移
行
時
に
一
定
の
整

理
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
引

き
続
き
関
係
者
か
ら
現
場
実
態
を

伺
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
依
然
と

し
て
強
い
要
望
が
あ
る
こ
と
は
本
院

へ
伝
え
て
い
く
⑥
雇
用
と
年
金
の
接

続
は
社
会
保
障
等
で
も
重
要
な
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
人
事
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
定

年
の
段
階
的
引
上
げ
中
は
、
現
行
の

再
任
用
制
度
を
存
置
す
る
と
と
も
に
、

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
の
拡
大
の
取
組

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
⑦
実
態
を
踏
ま
え
た
強
い

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
本
院
へ
伝
え

て
い
く
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
が

発
言
、「
再
任
用
へ
住
居
手
当
の
支

給
」「
地
域
手
当
の
対
象
地
域
拡
大
」

「
通
勤
手
当
の
増
額
」「
山
上
等
作
業

手
当
の
拡
充
と
増
額
」「
看
護
休
暇

の
充
実
」
等
の
現
場
実
態
を
踏
ま
え

た
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
甲
斐
地
本
委
員
長
よ
り

「
国
家
公
務
員
の
職
場
は
、
特
に
本

省
等
で
離
職
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

理
由
は
様
々
だ
と
思
う
が
、
き
ち
ん

と
し
た
労
働
条
件
が
必
要
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
人
事
院
の
役
割
は
非
常

に
大
き
い
。
今
後
も
人
事
院
と
し
て

の
役
割
を
充
分
に
果
た
し
て
い
く
よ

う
要
望
す
る
。」
と
発
言
し
、
要
求

内
容
を
確
実
に
本
院
へ
伝
え
る
こ
と

を
確
認
し
て
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

国有林野事業の特殊性・職場実態を
踏まえた要求の実現を求める

～人事院九州事務局交渉～

　

九
州
地
本
で
は
、
10
月
19
日
に
人
事
院
九
州
事
務
局
交
渉
を
実
施
し
ま

し
た
。
感
染
症
対
策
の
た
め
交
渉
態
勢
を
含
め
た
実
施
全
般
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。
今

回
の
交
渉
で
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
代
表
者
４
名
が
参
加
、
地
本
三
役
と
前

川
地
本
執
行
委
員
を
含
め
、
総
勢
８
名
で
交
渉
を
実
施
。
ブ
ロ
ッ
ク
参
加

者
は
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
橋
本
（
長
崎
分
会
）、
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
・
小
薄

（
熊
本
南
部
分
会
）、
宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
・
釜
（
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
）、
鹿

児
島
ブ
ロ
ッ
ク
・
松
永
（
北
薩
分
会
）。

人事院九州事務局へ要求書を提出

　

地
本
は
、
本
部
指
令
第
２
号
の
発

出
を
受
け
、
地
本
指
令
第
３
号
を
発

出
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
秋
季
年
末
闘
争
で
あ

り
、
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
、

2
0
2
1
事
業
予
定
、
2
0
2
1
春

闘
な
ど
、
組
合
員
の
労
働
条
件
・
生

活
・
職
場
環
境
な
ど
を
前
向
き
に
改

善
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
取
組
で
す
。

　

地
本
・
分
会
は
2
0
2
0
秋
季
年

末
闘
争
の
組
織
態
勢
確
立
を
行
い
、

国
有
林
野
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、

以
下
の
行
動
を
展
開
し
ま
す
。

◎
指
令
主
文

　

各
分
会
は
、
第
16
回
地
本
大
会
で

決
定
し
た
運
動
方
針
及
び
本
部
指
令

第
２
号
に
基
づ
き
、
森
林
・
林
業
・

木
材
関
連
産
業
の
推
進
に
向
け
た
取

組
、
国
有
林
野
事
業
の
推
進
に
向
け

た
各
種
取
組
を
中
心
と
す
る
、

2
0
2
0
秋
年
闘
争
の
態
勢
確
立
を

す
る
と
と
も
に
2
0
2
1
春
季
生
活

闘
争
に
向
け
た
各
種
取
組
と
、
反

戦
・
平
和
・
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
、

来
る
べ
き
衆
議
院
議
員
選
挙
を
は
じ

め
と
す
る
各
級
選
挙
の
勝
利
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
次
の
行
動
を
展
開

す
る
こ
と
。

１　
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業

の
基
本
政
策
の
推
進
に
向
け
た
取
組

○
「
基
本
計
画
」
の
着
実
な
推
進
、

「
森
林
経
営
管
理
法
」
等
に
係
る
附

帯
決
議
を
踏
ま
え
た
対
策
の
具
体
化
、

2
0
2
1
年
度
予
算
確
保
に
向
け
、

関
係
団
体
等
、
関
係
政
党
、
地
元
選

出
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
等
に
取

組
を
進
め
る
こ
と
。

２　
国
有
林
野
事
業
の
推
進
に
向
け

た
取
組

○
本
部
交
渉
と
連
動
さ
せ
、
労
働
過

重
と
な
っ
て
い
る
職
場
実
態
の
解
消

に
向
け
た
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る

こ
と
。

　

2
0
2
1
年
度
事
業
予
定
に
向
け
、

①
再
造
林
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
整

備
、
森
林
吸
収
源
対
策
等
に
係
る
予

算
確
保
、
事
業
運
営
経
費
の
確
保
。

②
収
穫
量
等
は
、
各
署
等
の
資
源
状

況
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

③
主
伐
・
再
造
林
の
拡
大
に
伴
う
事

業
実
行
態
勢
の
確
保
、
国
有
林
野
事

業
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
現
場
管
理

機
能
確
立
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。
④
非
常
勤
予
算
確
保
、
庁

費
・
旅
費
等
の
共
通
費
予
算
確
保
と

円
滑
な
業
務
運
営
確
保
に
向
け
た
対

策
な
ど
、
職
場
課
題
解
消
に
向
け
た

交
渉
を
取
り
組
む
こ
と
。

○
「
樹
木
採
取
権
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
本
部
交
渉
と
連
動
さ
せ
、
業
務

負
担
を
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
等
を
求

め
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

３　
組
織
強
化
と
民
主
的
な
組
織
運

営
に
向
け
た
取
組

○
指
令
の
内
容
、
本
部
情
報
な
ど
を

職
場
集
会
、
機
関
紙
等
に
よ
り
伝
達

し
、
組
合
員
と
の
情
報
共
有
化
を
図

り
、
職
場
実
態
を
汲
み
上
げ
た
交
渉

を
行
う
な
ど
執
行
委
員
会
の
機
能
を

発
揮
す
る
中
で
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

　

林
野
労
組
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
組

合
員
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と

○
組
織
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
最
重

要
課
題
と
位
置
づ
け
、
分
会
に
「
対

策
委
員
会
」
等
を
設
置
し
、
無
所
属

者
情
報
の
共
有
化
を
図
り
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
。

○
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
学
習
交
流
会
」
の

成
功
に
向
け
、
参
加
態
勢
の
確
立
を

図
る
こ
と
。
具
体
は
別
途
指
示
。

４　
未
組
織
林
業
労
働
者
の
組
織
化

に
向
け
た
取
組

○
森
林
労
連
等
連
携
を
図
り
、
国
有

林
野
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
林
業

事
業
体
等
を
対
象
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

な
ど
を
行
い
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

５　
2
0
2
0
人
事
院
勧
告
及
び

2
0
2
1
春
季
生
活
闘
争
に
向
け
た

取
組

○
人
事
院
勧
告
に
係
る
地
方
公
務
労

協
等
の
諸
行
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
等
の
諸
課

題
に
つ
い
て
当
局
交
渉
を
行
い
、
中

央
交
渉
に
連
動
を
さ
せ
る
こ
と
。

６　
反
戦
・
平
和
、
護
憲
及
び
各
級

選
挙
勝
利
に
向
け
た
取
組

○
第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
各

級
選
挙
に
つ
い
て
は
、
地
方
連
合
及

び
森
林
労
連
、
林
退
会
等
と
連
携
を

図
り
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

○
反
戦
・
平
和
、
護
憲
に
つ
い
て
は
、

連
合
・
公
務
労
協
等
が
進
め
る
地
域

段
階
で
の
取
組
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
。

〜
地
本
指
令
３
号
を
発
出
〜

「
要
求
項
目
の
前
向
き
な

　
　
　
　
　
改
善
に
向
け
て
」
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研修生を労う
森の収穫研修生
　 との意見交換会

　

今
回
佐
賀
分
会
か
ら
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
、
今
年
度
採
用

さ
れ
た
期
待
の
新
人
「
東
泰
晟

（
ひ
が
し 

た
い
せ
い
）」さ
ん
で
す
。

　

東
さ
ん
は
熊
本
県
熊
本
市
の
出

身
で
、
熊
本
県
立
大
学
で
は
黄
砂

や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
の
大
気
に
関

係
し
た
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
に
佐
賀
森
林
管
理
署

採
用
と
な
り
、
組
合
加
入
後
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
仕
事
は
業
務
グ

ル
ー
プ
の
土
木
・
森
林
育
成
を
担

当
し
て
お
り
、
森
林
整
備
官
の
指

導
の
下
、
日
々
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

趣
味
は
映
画
鑑
賞
で
、
い
ろ
い

ろ
な
映
画
を
観
て
い
ま
す
。
最
近

面
白
か
っ
た
映
画
を
聞
い
て
み
る

と
、「
劇
場
版
鬼
滅
の
刃　

無
限

列
車
編
」
の
よ
う
な
ア
ニ
メ
邦
画

か
ら
、「TENET-

テ
ネ
ッ
ト
」

の
よ
う
な
硬
派
な
Ｓ
Ｆ
ア
ク
シ
ョ

ン
ま
で
興
味
を
持
っ
た
映
画
は
積

極
的
に
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
泳
が
得
意
で
、
高
校

以
降
は
あ
ま
り
泳
ぐ
機
会
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
時
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
水
泳

ス
キ
ル
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て

も
ら
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ド
ア
な

趣
味
か
ら
室
内
ま
で
幅
広
い
趣
味

を
も
つ
、
期
待
の
新
人
東
泰
晟
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ

ま
せ
ん
‼
現
場
か
ら
は
以
上
で

す
。 

（
春
田
通
信
員
）

【
内
海
通
信
委
員
・
局
分
会
】

　

2
0
2
0
年
10
月
21
日
、
A
N
A

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に
お
い
て
、
連
合
熊

本
第
26
回
地
方
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
産
別
よ
り
代
議
員
総
数
60
名
に

対
し
、
出
席
者
は
52
名
で
あ
り
大
会

の
成
立
要
件
40
名
を
達
し
た
の
で
委

員
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
冒
頭
に
令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
に
被
災
さ
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
祈
り
会
場
内
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

委
員
会
冒
頭
に
友
田
会
長
よ
り

「「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
」
及
び
「
自
然
災
害
対
策
」
に
係

る
課
題
に
対
す
る
政
策
・
制
度
の

「
要
求
と
提
言
」
に
つ
い
て
作
業
部

会
を
設
置
し
、
取
り
ま
と
め
て
10
月

26
日
熊
本
県
へ
申
入
れ
を
予
定
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し

た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
は
、
時
期
衆
議
院

選
挙
熊
本
４
区
予
定
候
補
「
矢
上
雅

義
衆
議
院
議
員
」（
立
憲
現
：
連
合

推
薦
）、
熊
本
３
区
予
定
候
補
「
馬

場
功
世
氏
」（
社
民
新
：
連
合
支
持
）

か
ら
衆
議
院
選
挙
に
向
け
て
の
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
よ
り
「
２
０
２
０
年
度
活

動
報
告
及
び
会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
」、「
２
０
２
０
〜
２
０
２
１
年

度
運
動
方
針
（
補
強
案
）
及
び

２
０
２
１
年
度
予
算
（
案
）」
な
ど

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
補
強
案
「
連
合
組
織

拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
に
向
け
た
態

勢
強
化
と
戦
略
の
構
築
に
つ
い
て
」、

新
規
加
盟
へ
の
加
入
促
進
及
び
組
合

員
の
減
少
の
歯
止
め
に
つ
い
て
、
執

行
部
よ
り
「
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
設

置
し
て
新
規
加
盟
及
び
組
合
員
の
増

加
に
取
組
を
進
め
ま
す
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
承
認
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
友
田
会
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

九
州
地
本
で
は
10
月
５
日
、
九
州

森
林
労
連
会
館
に
お
い
て
、
２
週
間

に
亘
っ
て
行
わ
れ
る
「
森
の
収
穫
研

修
」
に
参
加
し
て
い
る
研
修
生
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
採
用
か
ら
３
年
目
と
な

る
研
修
生
と
聴
講
生
の
皆
さ
ん
、
局

分
会
執
行
部
、
地
本
青
年
女
性
委
員

会
：
田
畑
事
務
局
長
、
地
本
執
行
部

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
意
見
交
換
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
マ
ス
ク
着
用
・
消
毒
薬
準
備
や

ソ
ー
シ
ャ
ー
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
し

て
十
分
座
席
間
隔
を
空
け
る
な
ど
、

感
染
防
止
対
策
徹
底
を
行
い
実
施
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
前
川
地
本
組
織
部
長
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
甲
斐
執
行
委
員

長
が
「
２
週
に
亘
る
研
修
の
ご
苦
労

を
労
い
た
い
。
本
日
は
地
本
執
行
部

だ
け
で
な
く
局
分
会
か
ら
も
参
加
し

て
戴
い
て
い
る
の
で
、
日
頃
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
気
兼
ね
な
く
意
見
交

換
を
し
て
戴
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
る
が
、
研
修
生
自
身
も
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
な
い
、
仲
間
や
同
僚
に
も

感
染
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
思
っ
て
、

十
分
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
今
研

修
を
乗
り
切
っ
て
自
分
の
糧
に
し
て

貰
い
た
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
乾
杯
後
ス
タ
ー
ト
。

　

そ
の
後
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
互
い
に
意
見
交
換
な

ど
を
盛
況
の
中
、
交
流
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
は
、
研
修
生
代
表
と

し
て
大
分
分
会
の
木
下
さ
ん
か
ら
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
明
る
い
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
盛
会
の
中
、
意
見
交
換
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

「私もスコップで奏でます♬」
東　泰晟さん（佐賀分会）

各単組から52名が参加

あいさつをする木下さん（大分分会）

林内を確認中です

参加者全員で

【
後
藤
通
信
委
員
・
熊
本
分
会
】

　

秋
晴
れ
の
10
月
24
日
、
阿
蘇
深
葉

国
有
林
の
「
連
合
の
森
」
に
お
い
て

第
26
回
連
合
菊
池
阿
蘇
地
域
協
議
会

主
催
に
よ
る
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
例
年
、
同
地
協
が

熊
本
森
林
管
理
署
と
分
収
造
林
契
約

を
結
ん
で
い
る
同
森
内
に
お
い
て
、

自
然
環
境
保
全
活
動
の
一
環
で
森
林

整
備
事
業
と
し
て
企
画
し
て
い
る
も

の
。

　

は
じ
め
に
、
溝
越
熊
本
森
林
管
理

署
次
長
は
「
植
栽
さ
れ
て
い
る
ク
ヌ

ギ
、
ケ
ヤ
キ
、
カ
エ
デ
等
も
順
調
に

生
育
し
て
お
り
、
連
合
の
活
動
が
次

世
代
に
繋
が
る
よ
う
に
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
同
地
協

幹
事
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
構
成

で
熊
本
署
職
員
を
含
む
総
勢
19
名
で

の
開
催
と
な
り
、
規
模
を
縮
小
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年

の
取
組
に
先
駆
け
て
林
内
の
歩
道
等

の
修
繕
を
要
す
る
箇
所
の
点
検
や
、

造
林
木
の
生
長
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
林
内
の
散
策
を
楽
し
み
、
参
加
者

同
士
が
程
よ
い
汗
を
か
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

各
分
会
で
の
精
力
的
な
取
組

組
織
拡
大
に
取
り
組
む

〜
連
合
熊
本
第
26
回
地
方
委
員
会
〜

当
面
の
活
動

11
月
４
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

11
日　

林
退
会
拡
大
幹
事
会

　
　

18
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

26
日　

地
本
要
請
行
動　
　
　

（
福
岡
市
）

12
月
２
日　

地
本
執
行
委
員
会

　
　

11
日　

森
林
労
連
単
産
交
流　

学
習
会
（
熊
本
市
）

　
　

22
日　

地
本
団
体
交
渉

　分会で開催したいろんなイベントや会議、
地域の集会等の記事を募集していますので、
地本のメールアドレスへ投稿をお願いします。
E-mail sinrin14-no7@clock.ocn.ne.jp
 （担当・教宣担当）

記事を募集しています‼

【
川
畑
通
信
委
員
：

鹿
児
島
分
会
】

　

９
月
19
日
に
九

州
労
働
金
庫
鹿
児

島
支
店
に
て
９
．

18
不
戦
を
誓
う
日

の
集
会
が
開
催
さ

れ
「
満
州
事
変
を

問
い
直
す
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
、

日
本
が
過
去
に
起

こ
し
た
過
ち
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
九
州
大
学
大
学
院

法
学
研
究
院　

協
力
研
究
員
の
後

藤　

啓
倫
（
ご
と
う　

ひ
ろ
み

ち
）
氏
か
ら
満
州
事
変
の
起
こ
っ

た
原
因
や
経
緯
、
そ
の
後
の
歴
史

に
も
た
ら
し
た
影
響
な
ど
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
方
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
が
（
筆
者
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
）、
９
月
18
日
は
満
州
事
変

の
発
端
と
な
っ
た
「
柳
条
湖
事

件
」
が
発
生
し
た
日
で
す
。

　

奉
天
近
郊
の
柳
条
湖
付
近
で
、

日
本
が
所
有
す
る
南
満
州
鉄
道
が

爆
破
さ
れ
た
事
件
で
、
日
本
が
太

平
洋
戦
争
で
敗
戦
へ
の
道
を
突
き

進
ん
で
い
く
引
き
金
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
件
は
日
本
軍
の
自
作
自

演
で
、
中
国
軍
に
よ
っ
て
起
こ
さ

れ
た
と
発
表
す
る
こ
と
で
中
国
侵

略
を
展
開
拡
大
す
る
た
め
の
口
実

で
あ
り
軍
部
の
暴
走
で
あ
っ
た
と

い
う
話
で
し
た
。

　

自
国
の
利
益
の
た
め
に
手
段
を

選
ば
な
い
自
己
保
身
的
な
考
え
で

あ
り
、
二
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
敗
戦
（
１
９
４
５
年

８
月
15
日
）
か
ら
75
年
の
節
目
に

な
り
ま
す
、
時
代
も
移
り
変
わ
り

戦
争
経
験
者
の
方
々
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

が
薄
れ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
平
和
に
対

し
て
意
識
を
も
ち
活
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

戦争の恐ろしさが薄れている
時代だからこそ

9.18不戦を誓う日の集会

来年の開催に先駆けて！

第26回連合菊池阿蘇地協
列島クリーンキャンペーン


